
日
伯
の
知
見
を
世
界
へ

世
界
の
食
料
事
情
を
大
き
く
塗
り
替
え
る
、

劇
的
な
農
業
発
展
を
遂
げ
た
ブ
ラ
ジ
ル
。

そ
の
原
動
力
の
一
つ
は
、広
大
な
不
毛
の
地「
セ
ラ
ー
ド
」を

一
大
農
業
生
産
地
帯
へ
と
変
ぼ
う
さ
せ
た

日
本
と
ブ
ラ
ジ
ル
に
よ
る
農
業
開
発
事
業
だ
っ
た
。

そ
の
経
験
が
今
、〝
日
伯
の
知
見
〞と
し
て
、

南
米
大
陸
を
飛
び
出
そ
う
と
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　

　

ブ
ラ
ジ
ル
中
央
部
の
広
大
な
熱
帯

サ
バ
ン
ナ
地
帯
「
セ
ラ
ー
ド
」。そ
の

面
積
は
約
２
億
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
日
本

の
国
土
の
約
５
・
５
倍
に
も
匹
敵
す

る
。農
業
大
国
ブ
ラ
ジ
ル
が
誇
る
一

大
農
業
生
産
地
帯
で
あ
り
、
大
豆
、

綿
、野
菜
、果
物
、コ
ー
ヒ
ー
の
生
産

の
ほ
か
、畜
産
な
ど
も
盛
ん
だ
。

　

そ
れ
故
、
か
つ
て
こ
の
地
が
、「
灌

木
と
赤
土
の
荒
涼
と
し
た
原
野
だ
っ

た
」と
い
う
事
実
に
驚
く
者
は
多
い
。

大
陸
で
最
も
不
毛
な
、
半
砂
漠
の
地

域
―
。こ
の
地
を
訪
れ
た
フ
ラ
ン
ス

の
社
会
人
類
学
者
、
レ
ヴ
ィ
・
ス
ト

ロ
ー
ス
は
そ
う
表
現
し
た
と
い
う
。

ブ
ラ
ジ
ル
の
母
国
語
・
ポ
ル
ト
ガ
ル

語
で「
閉
ざ
さ
れ
た
場
所
」を
意
味
す

る
セ
ラ
ー
ド
は
、文
字
通
り
、農
業
な

ど
到
底
で
き
る
は
ず
の
な
い
〝
不
毛

の
地
〞と
長
ら
く
考
え
ら
れ
て
い
た
。

　

そ
ん
な
セ
ラ
ー
ド
が
、
後
に
世
界

有
数
の
農
業
生
産
地
帯
へ
と
変
ぼ
う

し
た
原
動
力
の
一
つ
が
、
日
本
と
ブ

ラ
ジ
ル
政
府
の
協
力
で
１
９
７
９
年

に
始
ま
っ
た
「
日
伯
セ
ラ
ー
ド
農
業

開
発
協
力
事
業
」だ
。J
I
C
A
を
は

じ
め
日
本
は
22
年
間
で
２
８
０
億
円

近
い
融
資
を
行
い
、
約
35
万
ヘ
ク
タ

ー
ル
に
及
ぶ
農
地
の
造
成
や
灌
漑
施

設
の
整
備
、
農
業
組
合
の
設
立
な
ど

を
支
援
。技
術
協
力
の
分
野
で
も
、Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
が
専
門
家
を
派
遣
し
、
現
地

の
農
業
研
究
機
関
の
研
究
能
力
の
向

上
や
人
材
育
成
、
土
壌
・
品
種
の
改

良
、
栽
培
技
術
の
改
善
な
ど
に
努
め

て
き
た
。そ
の
結
果
、セ
ラ
ー
ド
は
大

豆
、綿
、コ
ー
ヒ
ー
に
代
表
さ
れ
る
大

規
模
農
業
、
果
物
や
野
菜
と
い
っ
た

中
・
小
規
模
農
業
、ま
た
畜
産
な
ど
、

多
様
な
農
業
が
行
わ
れ
る
大
農
業
地

帯
へ
と
生
ま
れ
変
わ
る
。

　

そ
の
過
程
で
は
、
ブ
ラ
ジ
ル
南
部

「
不
毛
の
地
」が

一
大
農
業
生
産
地
帯
に

か
ら
セ
ラ
ー
ド
に
入
植
し
て
き
た
日

系
人
も
、
農
地
開
拓
に
大
き
な
役
割

を
果
た
し
た
。今
も
多
く
の
日
系
農

家
が
こ
の
地
域
の
農
業
を
支
え
て
い

る
ほ
か
、
日
系
農
家
の
下
で
技
術
を

学
び
、
成
功
し
た
現
地
の
小
規
模
農

家
も
少
な
く
な
い
。

　
「
セ
ラ
ー
ド
開
発
の
功
績
の
一
つ

は
、
世
界
の
食
料
供
給
の
安
定
に
貢

献
し
た
と
い
う
こ
と
」と
話
す
の
は
、

長
年
に
わ
た
っ
て
こ
の
事
業
に
携
わ

っ
て
き
た
本
郷
豊
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
国
際
協

力
客
員
専
門
員
。「
例
え
ば
大
豆
は
、

今
や
輸
出
量
で
ア
メ
リ
カ
と
並
ぶ
ま

で
に
成
長
し
ま
し
た
。輸
出
拠
点
が

二
極
化
し
た
こ
と
で
、
世
界
の
穀
物

生
産
や
国
際
価
格
の
安
定
に
も
つ
な

が
っ
て
い
る
の
で
す
」。

　

一
方
、
こ
う
し
て
農
業
大
国
と
な

っ
た
ブ
ラ
ジ
ル
が
、近
年
、国
を
挙
げ

て
力
を
入
れ
て
い
る
の
が
、
化
石
燃

料
に
代
わ
る
バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
な

ど
の
燃
料
開
発
だ
。気
候
変
動
対
策

と
し
て
国
際
社
会
か
ら
も
大
き
な
注

目
を
集
め
て
い
る
。そ
う
し
た
中
Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
は
、
油
糧
作
物
の
生
産
を
通

じ
た
小
農
の
生
計
向
上
を
目
指
し
、

リ
オ
グ
ラ
ン
ジ
・
ド
・
ノ
ル
テ
州
で
、

燃
料
の
元
と
な
る
ヒ
マ
ワ
リ
な
ど
の

生
産
・
流
通
チ
ェ
ー
ン
の
構
築
を
支

援
。ま
た
、燃
料（
エ
タ
ノ
ー
ル
）用
の

生
産
が
拡
大
し
、
食
料（
砂
糖
）へ
の

影
響
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
サ
ト
ウ
キ

ビ
に
つ
い
て
は
、
日
本
の
科
学
技
術

を
活
用
し
、
砂
糖
と
な
る
糖
液
を
茎

か
ら
搾
っ
た
後
の〝
か
す
〞（
バ
ガ
ス
）

を
使
っ
た
エ
タ
ノ
ー
ル
生
産
の
技
術

の
確
立
に
協
力
し
て
い
る
。さ
ら
に
、

干
ば
つ
な
ど
の
環
境
ス
ト
レ
ス
に
強

い
大
豆
の
品
種
開
発
に
も
今
後
取
り

組
む
予
定
だ
。

　

そ
し
て
今
、
ア
フ
リ
カ
南
部
・
モ

ザ
ン
ビ
ー
ク
で
は
、
日
本
と
ブ
ラ
ジ

ル
が
手
を
組
み
、
セ
ラ
ー
ド
の
経
験

を
生
か
し
た
食
料
生
産
の
拡
大
と

人
々
の
生
計
向
上
を
目
指
す
支
援
が

始
ま
ろ
う
と
し
て
い
る
。

　

植
民
地
時
代
の
名
残
で
、
ブ
ラ
ジ

ル
と
同
じ
ポ
ル
ト
ガ
ル
語
を
公
用
語

と
す
る
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
。近
年
は
、ア

ル
ミ
ニ
ウ
ム
の
精
錬
事
業
な
ど
で
経

済
成
長
を
見
せ
る
一
方
、
地
方
農
村

部
で
は
多
く
の
住
民
が
自
給
自
足
型

の
農
業
を
営
み
、
最
低
限
の
暮
ら
し

を
強
い
ら
れ
て
い
る
。ま
た
、道
路
や

灌
漑
施
設
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
不
足
も

深
刻
だ
。こ
う
し
た
中
で
、こ
の
国
の

発
展
に
限
り
な
い
可
能
性
を
秘
め
て

い
る
の
が
、
国
土
の
約
７
割
を
占
め

る
、
セ
ラ
ー
ド
と
同
じ
地
質
の
熱
帯

サ
バ
ン
ナ
地
帯
。将
来
有
望
な
農
業

生
産
地
帯
と
し
て
、
そ
し
て
世
界
の

食
料
安
全
保
障
の
実
現
の
カ
ギ
を
握

る
場
所
と
し
て
、
日
本
と
ブ
ラ
ジ
ル

も
注
目
し
て
い
る
。

　

そ
こ
で
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
、
モ
ザ
ン
ビ

ー
ク
北
部
を
東
西
に
貫
く
国
際
道

路
・
国
際
鉄
道「
ナ
カ
ラ
回
廊
」の
周

辺
地
域
で
、
農
村
の
現
状
と
開
発
の

可
能
性
を
探
る
調
査
を
実
施
。ま
た
、

農
業
試
験
場
の
研
究
能
力
向
上
支
援

や
、
総
合
的
な
農
業
開
発
計
画
の
策

定
な
ど
を
２
０
１
０
年
度
に
も
開
始

す
る
予
定
だ
。さ
ら
に
、円
借
款
を
通

じ
て
、
ナ
カ
ラ
回
廊
、
農
業
イ
ン
フ

ラ
、社
会
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
も
行
い
、

包
括
的
な
農
業
開
発
に
向
け
た
支
援

も
検
討
し
て
い
る
。他
方
ブ
ラ
ジ
ル

は
、
セ
ラ
ー
ド
農
業
開
発
で
の
知
見

を
、
現
地
の
研
究
機
関
な
ど
に
技
術

移
転
し
て
い
く
考
え
だ
。

　

世
界
の
食
料
事
情
を
塗
り
替
え
た

一
大
農
業
生
産
地
帯
を
築
き
上
げ
、

安
定
し
た
経
済
成
長
を
続
け
る
ブ
ラ

ジ
ル
。Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
に
と
っ
て
は
、開
発

途
上
国
の
貧
困
削
減
や
地
球
規
模
の

課
題
に
取
り
組
ん
で
い
く
た
め
の
良

き
〝
パ
ー
ト
ナ
ー
〞
で
も
あ
る
。日
伯

の
二
人
三
脚
に
よ
る
取
り
組
み
に
、

今
、大
き
な
期
待
が
集
ま
っ
て
い
る
。

モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
で
生
き
る

セ
ラ
ー
ド
の
経
験

from ブラジル
BRAZIL

セラード地帯の原野を開拓して作
られたトウモロコシ大規模農園

コンバインによる大豆の収穫作業。セラード農業開発に後押しさ
れ、ブラジルの大豆生産量は、989万トン（1975年）から5,785万
トン（2007年）にまで拡大した

JICAの農業開発支援の舞台となる、モザンビーク北西
部に広がる手つかずのサバンナ地帯

首都ブラジリアに並ぶさまざまな野菜。セラード開発に
よって、野菜や果物といった中・小規模農業も目覚まし
い発展を見せた

ブラジル

■セラード

リオグランジ・ド・
ノルテ州

モザンビーク

セラ－ドで農業開発が始
まったころの様子。２台
のブルドーザーがチェー
ンをけん引し、潅木を倒す

ブラジリア

写真提供：本郷 豊

f rom

BRAZIL
ブラジル

特集
中南米と日本のきずな
実る成果ー広がる関係

September 2010                         1213                         September 2010




